第28回　第2部会（生活環境）開催報告
日時　　 　平成21年　7月15日（水）　午後6時30分～午後8時20分
場所　　 　市役所　第2委員会室
出席者　　 大山口光男・鎌田和子・近藤功・関川昭雄
説明者　　 八重樫環境対策グループ総括主幹・赤石主査
議題　　 　クリンクルセンター管理運営経費比較（平成20・21年度比較）

＊ 白老町の一般ゴミ搬入廃止後の運営管理経費増について説明を受けた質問　　　　１、電気料金増額の理由について
１、平成20・21年度の比較から、薬品代と燃料代が減になるだけなのか
１、クリンクルセンターの建設費の償還について
１、委託料の見直しは出来ないのか
１、クリンクルセンターの今後の考え方について
１、施設燃料（A重油や灯油）に限らず新しい燃料について研究するべきではないか
などの意見にそれぞれ説明があった。

・電気料金については、昨年の原油高騰により北電で単価調整したが、予算を組む　時点では、見通しが立たなかったので増となった。
・クルンクルセンターの建設費の償還は平成２６年に終了する。
・平成１２年クリンクルセンターがオープンして以来、今年で９年になる。プラント監視制御システムを１５年間で更新するかどうかを検討することになっている（平成２７）。
・施設の修繕経費で見ると塩害もあり、シャッターや施設の中のドアなど、毎年劣化しているので、今後増加する見込みである。計画を立て、補修をしながらクリンクルセンターを長く使いたいという考えである。
・中間処理施設であるクリンクルセンターの焼却炉を延命して使用する方法は、２炉を１ヶ月間交互に運転することが望ましい。
また、クリーンリーダー等を通じて、ごみの分別・排出の徹底、資源ごみの集団回収協力など常に市民に協力を呼びかけている状況にある。
・余熱利用（プールなど）もあり２４時間稼働しなければならない現状もある。
・環境汚染対策としては、ダイオキシン類の排出を抑制するため、焼却炉の立ち上
げ、立ち下げ回数を少なくする。
尚、バグフィルター（集塵機）・触媒反応塔の取り替えについては、白老町からのゴミの一部が搬入されなくなったことから、運転時間が減り、交換時期が３年に一度４年に一度となる予定で、経費の縮減となる。
・白老町のごみ（全体の約２６％）のうち燃やせるごみとペットボトルが搬入廃止になって、クリンクルセンター維持管理経費の白老町の負担分が収入減になった。
などの意見交換を行った。
次回開催

○　平成２１年８月２４日（月）　１８時３０分～

　　市役所　２階　第２委員会室

